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明
治
四
年
名
古
屋
県
仮
病
院
の
開
設
に
つ
い
て

　
　

―

『
民
政
御
用
留
』
所
収
史
料
の
検
討―

羽
　

賀
　

祥
　

二

一
　

仮
病
院
の
開
設
時
期
を
め
ぐ
っ
て

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
名
古
屋
に
開
設
さ
れ
た
仮
病
院
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開
設
の
時
期
、
す
な
わ
ち
五
月
か
八
月
か
、
を
め
ぐ
っ

て
議
論
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
の
編
さ
ん
の
過
程
で
、
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
、「
明
治
三
年
末
か
ら
四
年
の

前
半
に
か
け
て
、
洋
医
学
教
師
と
し
て
張
三
石
の
招
聘
と
、
本
町
通
り
に
面
し
た
旧
評
定
所
（
現
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
）
に

仮
の
病
院
施
設
と
し
て
の
応
急
整
備
と
を
行
い
、
四
年
八
月
九
日
、
仮
病
院
は
開
業
の
運
び
と
な
っ
た
」
と
、『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』

に
叙
述
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

）
1
（

。
大
学
史
の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
吉
川
卓
治
は
、「
名
古
屋
大
学
の
源
流
に
つ
い
て
の
覚
え
書―

明
治

四
年
仮
病
院
・
仮
医
学
校
の
設
立
時
期
の
再
検
討―

」
と
い
う
論
考

）
2
（

で
、
五
月
説
と
八
月
説
の
二
つ
の
説
に
つ
い
て
再
検
討
を
お
こ
な
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い
、
そ
の
成
果
が
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
に
盛
り
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

吉
川
の
論
考
は
、
五
月
説
を
否
定
し
、
八
月
説
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
山
田
英
雄
・
島
岡
真
が
紹
介
し
た
新
史

料
で
あ
り
、
吉
川
は
新
史
料
を
全
文
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
新
た
に
発
見
し
た
史
料
に
依
拠
し
て
八
月
説
を
補
強
し
た
の

だ
っ
た

）
3
（

。

　

山
田
・
島
岡
論
文
、
吉
川
論
文
が
依
拠
し
た
史
料
は
、
名
古
屋
県
が
明
治
四
年
七
月
、
八
月
に
布
達
し
た
三
つ
の
史
料
で
あ
る
。
七

月
の
布
達
は
、
医
師
は
「
司
命
至
重
ノ
業
」
で
あ
り
、
県
で
は
張
三
石
を
雇
傭
し
て
病
院
を
開
設
す
る
の
で
、
世
襲
の
医
師
に
限
ら
ず

民
間
の
医
師
で
あ
っ
て
も
、「
洋
医
ノ
医
療
」
の
研
鑽
に
努
め
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
八
月
八
日
に
な
っ
て
、
次
の
よ
う

な
布
達
が
出
さ
れ
た
。

今
般
当
県
元
評
定
所
ニ
仮
病
院
ヲ
取
建
、
明
九
日
開
業
イ
タ
シ
候
間
、
疾
病
ノ
者
ハ
士
族
卒
ヲ
始
農
商
ニ
至
迄
、
普
ク
治
療
ヲ
請

候
様
可
致
事

但
規
則
等
之
儀
ハ
、
同
所
ヘ
可
承
合
事
、
尤
他
管
下
之
者
ニ
テ
モ
治
療
ヲ
受
候
儀
ハ
不
苦
候
事

　
　
　
　
　
　
　

辛
未
　

八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
県

　

こ
れ
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
『
明
治
四
年
　

旧
藩
書
類
綴
』
に
載
っ
て
い
る
史
料
で
あ
り
、『
御
触
留
　

明
治
二
～
五

年
』（
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
）
に
も
同
じ
史
料
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
八
月
八
日
」
の
布
告
で
あ
る
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
吉
川
が
紹
介
し
た
新
史
料
は
、
小
寺
玉
晁
の
『
明
治
四
辛
未
　

見
聞
雑
々
集
』
に
載
る
上
記
と
同
文
史
料
、
明
治
五
年
八
月

の
義
病
院
創
立
に
関
す
る
愛
知
県
布
達
、
明
治
四
年
八
月
の
「
名
古
屋
県
病
院
規
則
」
の
三
点
で
あ
っ
た
。
義
病
院
創
立
の
布
達
に
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は
、「
本
県
ニ
於
テ
モ
昨
秋
病
院
ヲ
建
置
レ
シ
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
、「
昨
秋
」（
旧
暦
七
月
～
九
月
）
と
あ
る
か
ら
五
月
説
否
定

の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
吉
川
は
、
仮
医
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開
設
に
関
す
る
一
次
史
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
八
月
に
同
時
に
開
設
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
仮
病
院
が
翌
五
年
二
月
に
廃
止
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
と

も
に
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
五
月
開
設
説
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
正
当
性
を
主
張
し
た
の
が
、
高
橋
昭
「
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
歴
史―

尾
張
藩

種
痘
所
・
仮
病
院
・
仮
医
学
校
か
ら
の
道
程―

」
）
4
（

で
あ
る
。
五
月
説
の
根
拠
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
十
三
年
）
十
二
月
に
編
集
さ
れ
た

『
愛
知
県
公
立
病
院
及
医
学
校
第
一
報
告
』
の
冒
頭
の
「
病
院
沿
革
略
誌
」
で
あ
っ
た

）
5
（

。

当
愛
知
県
病
院
ノ
開
設
ハ
、
明
治
四
年
五
月
旧
名
古
屋
藩
ノ
時
、
本
藩
元
評
定
所
ヲ
以
テ
仮
病
院
ト
為
シ
、
元
高
崎
藩
医
士
張
三

石
ヲ
教
師
ニ
聘
シ
、
次
テ
元
町
役
所
ヲ
以
テ
仮
医
学
校
ト
為
シ
、
張
三
石
ヲ
シ
テ
教
師
ノ
任
ヲ
兼
ネ
シ
メ
、
元
苅

（
マ
マ
）屋

藩
医
士
鈴
木

甲
蔵
ヲ
雇
テ
助
教
ト
為
シ
、
管
下
人
民
ノ
疾
病
ヲ
救
療
シ
、
併
セ
テ
医
士
ノ
子
弟
ヲ
教
育
ス

　

高
橋
は
こ
の
史
料
に
基
づ
い
て
、
名
古
屋
藩
が
五
月
に
仮
病
院
を
設
立
し
、
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県
で
い
っ
た
ん
は
消
滅
し
、
八

月
八
日
に
改
め
て
県
立
仮
病
院
の
開
業
の
布
達
が
出
さ
れ
た
の
だ
と
主
張
し
た

）
6
（

。
高
橋
は
「
藩
立
」
仮
病
院
の
設
立
の
一
次
史
料
は
発

見
さ
れ
て
い
な
い
と
し
つ
つ
も
、
廃
藩
置
県
直
後
の
名
古
屋
県
に
病
院
と
医
学
校
を
設
立
す
る
だ
け
の
行
政
能
力
・
実
行
力
は
な
く
、

藩
立
の
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
八
月
に
県
立
の
仮
病
院
の
開
設
が
で
き
た
の
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

高
橋
の
論
考
は
、
幕
末
の
尾
張
藩
種
痘
所
の
実
績
、
伊
藤
圭
介
ら
の
「
洋
学
医
庠
」
の
建
議
、
松
本
良
順
の
治
療
実
績
、
学
校
制
度

の
統
一
を
含
ん
だ
徳
川
慶
勝
の
「
五
策
の
建
議
」
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
、
名
古
屋
藩
の
洋
医
学
・
種
痘
へ
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
な
け
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れ
ば
明
治
四
年
に
仮
病
院
の
設
立
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
高
橋
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
八

月
に
伊
藤
圭
介
ら
が
「
尾
張
藩
種
痘
所
」
を
設
け
た
意
義
を
強
調
し
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
起
源
を
こ
こ
に
遡
ら
せ
て
い
る
。

　

本
稿
は
仮
病
院
の
開
設
は
八
月
で
よ
い
と
考
え
る
が
、
幕
末
か
ら
廃
藩
置
県
以
前
の
尾
張
藩
（
名
古
屋
藩
）
の
医
療
政
策
、
病
院
・

医
学
校
の
設
立
へ
の
動
き
な
ど
を
、
教
育
政
策
全
体
を
も
ふ
く
め
て
検
証
す
る
作
業
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
名
古
屋
藩
の
行

政
部
局
で
あ
っ
た
民
政
方
か
ら
出
さ
れ
た
布
達
な
ど
を
記
録
し
た
『
民
政
御
用
留
』
の
医
療
政
策
に
関
す
る
史
料
十
通
を
紹
介
し
な
が

ら
、
今
後
の
検
討
の
材
料
を
提
供
し
た
い
。

二
　

『
民
政
御
用
留
』
に
つ
い
て

　

徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
『
民
政
御
用
留
』
は
二
冊
か
ら
な
る
が
、
そ
の
収
蔵
番
号
を
示
す
二
枚
の
シ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の

表
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
第
一
冊
に
つ
い
て
み
れ
ば
、「
尾
張
藩
　

1118― 1

」
と
、「
蓬
左
文
庫
　

二
八
三
三
七
　

部
内
　

冊
数
二
　

番

号
四
八
一
〇
」
と
い
う
表
記
さ
れ
た
シ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
『
民
政
御
用
留
』
は
も
と
も
と
名
古
屋
の
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
一
冊
の
内
表
紙
の
次
の
丁
に
「
明
治
三
午
年
正
月
よ
り
　

民
政
御
用
留
　

駅
逓
共
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
は
本
文
八
十
九

丁
、
第
二
冊
は
本
文
六
十
四
丁
か
ら
な
る
。
そ
し
て
第
二
冊
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
付
が
あ
る
。

右
県
庁
御
帳
全
写
　

辛
亥
六
月
奥
村
定
校

右
名
古
屋
市
図
書
館
本
を
以
て
謄
写
校
合
了
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昭
和
廿
年
二
月

　

奥
村
定
は
戦
前
に
編
集
さ
れ
た
『
名
古
屋
市
史
』
の
編
さ
ん
関
係
者
の
一
人
で
あ
り
、多
く
の
史
料
の
写
本
作
成
の
担
当
者
だ
っ
た
。

奥
村
は
「
辛
亥
六
月
」、
す
な
わ
ち
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
六
月
に
愛
知
県
庁
が
も
っ
て
い
た
原
本
を
写
し
、
さ
ら
に
別
の
人

が
名
古
屋
市
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
奥
村
写
本
を
一
九
四
五
年
に
謄
写
・
校
合
し
た
写
本
が
、
現
在
徳
川
林
政
史
研
究
所
に
伝
来

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

名
古
屋
市
図
書
館
所
蔵
本
は
『
名
古
屋
市
史
』
の
編
さ
ん
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
写
本
史
料
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
、
名
古
屋
市

鶴
舞
中
央
図
書
館
に
は
『
名
古
屋
市
史
資
料
』
と
い
う
史
料
群
が
あ
る
。
そ
の
目
録
を
見
る
と
、『
民
政
御
用
留
』
が
存
在
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
い
ま
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
徳
川
林
政
史
研
究
所
に
写
本
の
写
本
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の

名
古
屋
藩
の
貴
重
な
法
令
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
『
民
政
御
用
留
』
に
は
、
名
古
屋
藩
の
民
政
方
農
政
懸
、
市
政
懸
、
商
法
懸
に
関
係
す
る
法
令
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
名
古
屋
藩
の
農
政
・
用
水
・
林
政
・
治
水
・
新
田
開
発
・
芝
居
興
行
・
貧
院
・
熱
田
市
場
・
商
律
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

民
政
方
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
一
月
の
名
古
屋
藩
「
職
制
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
勘
定
奉
行
と
町
奉
行
を
併
せ
た
組
織

で
、
正
権
判
事
・
推
官
・
邑
宰
・
属
吏
・
卒
・
雑
使
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た

）
7
（

。
民
政
方
は
「
農
政
」、「
市
政
」、「
商
政
」
の
三
つ
に
分

科
さ
れ
て
い
た
。
以
下
に
紹
介
す
る
『
民
政
御
用
留
』
の
史
料
に
は
、「
医
業
吟
味
方
懸
り
」
宛
の
達
し
が
あ
り
、三
分
科
に
「
医
業
吟
味
」

と
い
う
も
う
一
つ
の
懸
り
が
加
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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三
　

明
治
三
年
施
薬
病
院
の
設
立
構
想

　

『
民
政
御
用
留
』第
一
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
最
初
の
病
院
に
関
係
す
る
史
料
は
、窮
民
救
済
の
た
め
の
施
薬
病
院
の
設
立
に
つ
い
て
、

明
治
三
年
六
月
二
日
付
の
監
察
上
申
書
で
あ
る
。
宛
所
を
欠
い
て
い
る
が
藩
庁
宛
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

【
史
料
1
】

　
　
　
　
　
　

午
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

袖
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
察

究
（
マ
マ
）民

御
救
助
筋
等
追
々
御
施
行
御
座
候
得
共
、
未
施
薬
病
院
無
御
座
候
間
、
寺
院
等
相
応
之
場
所
ニ
右
病
院
御
取
建
、
究

（
マ
マ
）民

之

諸
病
広
ク
御
救
、
且
医
学
書
生
之
者
も
右
病
院
江

罷
出
修
業
仕
候
様
致
度
、
仍
て
申
上
候
事

　
　
　
　
　
　

六
月
　
　
　
　
　

監
察

　

監
察
は
先
の
名
古
屋
藩
「
職
制
」
に
よ
れ
ば
、
監
察
方
と
い
う
役
所
の
職
名
で
、
江
戸
時
代
の
目
付
に
あ
た
る
。
監
察
は
警
察
組
織

で
あ
り
、
市
内
の
治
安
維
持
の
た
め
の
窮
民
救
済
も
職
務
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
窮
民
救
済
の
た
め
の
施
薬
病
院
を
相
応

の
寺
院
を
選
ん
で
開
設
し
、
そ
こ
で
医
学
書
生
の
修
業
を
さ
せ
る
構
想
を
提
言
し
た
の
で
あ
る
。
窮
民
救
助
が
藩
政
上
緊
急
を
要
す
る

問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
三
年
三
月
二
十
七
日
、
大
参
事
丹
羽
賢
が
諭
書
を
発
し
、
ま
た
四
月
二
十
三
日
に
彼
自
身
が
米
を
献
納
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し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

）
8
（

。

　

「
施
薬
」
の
名
が
付
い
た
治
療
組
織
は
歴
史
的
に
存
在
し
た
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
光
明
皇
后
が
施
薬
院
を
設
立
し
て
貧
窮
の
病

人
の
治
療
に
あ
た
り
、
ま
た
徳
川
幕
府
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
江
戸
の
小
石
川
に
養
生
所
を
設
け
た
が
、
そ
れ
は
施
薬
院
と
も
呼

ば
れ
た
。
窮
民
救
済
の
た
め
の
慈
恵
的
施
設
と
し
て
施
薬
院
が
歴
史
的
に
存
在
し
、
名
古
屋
藩
は
そ
れ
を
模
倣
す
る
施
設
の
設
立
を
構

想
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
監
察
方
の
上
申
書
を
受
け
て
、
藩
庁
は
民
政
方
市
政
懸
り
と
医
業
吟
味
方
懸
り
に
対
し
て
、
施
薬
病
院
設
立
に
向
け
た
調
査
を

命
じ
た
。
つ
ぎ
の
六
月
十
八
日
付
の
【
史
料
2
】、【
史
料
3
】
が
そ
れ
で
あ
る
。

【
史
料
2
】

　

市
政
懸
り
江

究
（
マ
マ
）民

御
救
助
筋
に
付
、
貧
院
之
儀
ハ
御
施
行
相
成
候
得
共
、
未
施
薬
病
院
無
之
候
付
、
可
然
場
所
見
立
病
院
御
取
建
相
成
、

究
（
マ
マ
）民

之
諸
病
広
ク
被
為
救
、
且
医
学
書
生
之
者
も
右
病
院
江

出
頭
修
行
為
致
候
積
、
右
ニ

付
而
ハ

御
開
業
方
ハ
如
何
取
計
候
方

可
然
哉
、
場
所
を
も
遂
吟
味
、
見
込
勘
弁
至
急
達
之
事

　
　
　
　
　

六
月
十
八
日

【
史
料
3
】

　

医
業
吟
味
方
懸
り
江

究
（
マ
マ
）民

御
救
助
に
付
、
貧
院
之
儀
ハ
御
施
行
相
成
候
得
共
、
未
施
薬
病
院
無
之
候
付
、
可
然
場
所
見
立
病
院
御
取
建
相
成
、
究

（
マ
マ
）

民
之
諸
病
広
ク
被
為
救
、
且
医
学
書
生
之
者
も
右
病
院
江

出
頭
修
行
為
致
度
儀
ニ

付
、
右
院
中
之
規
則
并
御
開
業
之
見
込
を
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も
申
合
、
勘
弁
之
趣
至
急
達
之
事

　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
八
日

　

名
古
屋
藩
で
は
救
民
の
た
め
の
貧
院
が
す
で
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
施
薬
病
院
を
開
設
す
る
の
で
市
政
懸
り
に
対

し
て
は
、
開
設
場
所
の
選
定
を
命
じ
、
ま
た
医
業
吟
味
方
懸
り
へ
は
病
院
規
則
の
起
草
と
開
業
へ
向
け
た
準
備
を
早
急
に
行
う
よ
う
に

命
じ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
医
業
吟
味
方
懸
り
の
病
院
規
則
の
起
草
は
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
七
月
二
十
日
に
な
っ
て
、
一
両
日
中
に
提
出
す
る
よ
う

に
督
促
し
た
（【
史
料
4
】）。

【
史
料
4
】

　

医
業
吟
味
方
懸
り
江

施
薬
院

（
マ
マ
）御

取
建
ニ

付
、
院
中
之
規
則
御
開
業
之
見
込
等
申
合
勘
弁
之
趣
、
至
急
可
申
達
旨
、
去
月
十
八
日
申
談
置
候
処
、
今

以
吟
味
不

（
マ
マ
）被

相
達
品
無
之
候
付
、
一
両
日
中
取
調
見
込
勘
弁
之
趣
達
候
事

　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
日

　

医
業
吟
味
方
懸
り
は
こ
の
督
促
を
受
け
て
、
す
ぐ
に
施
薬
病
院
の
設
立
方
針
と
規
則
書
を
提
出
し
た
（【
史
料
5
】【
史
料
6
】）。
こ

の
と
き
民
政
方
医
業
吟
味
方
懸
り
に
は
三
人
の
医
師
が
い
た
。
石
井
隆

・
山
田
梁
山
・
三
村
玄
澄
で
あ
る
。

　

石
井
隆

（
文
化
八
／
一
八
一
一
～
明
治
十
七
／
一
八
八
四
）
は
吉
雄
常
庵
に
蘭
方
医
学
を
学
ん
だ
尾
張
藩
の
奥
医
師
で
あ
る
。
慶
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応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
三
年
ま
で
藩
内
の
在
野
の
医
師
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う ) 9

(

。
伊
藤
圭
介
ら
と
種
痘
法
の
普

及
に
尽
力
し
、
そ
れ
に
反
対
す
る
漢
方
医
の
浅
井
紫
山
と
激
し
く
対
立
し
た
。
明
治
三
年
当
時
は
、「
五
等
官
一
等
医
　

内
家
御
雇
」

と
い
う
地
位
に
い
た
（
後
述
）。

　

石
井
の
父
は
町
医
師
の
山
田
梁
山
（
文
政
十
一
年
〈
一
八
二
九
〉
死
去
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
申
書
に
署
名
し
て
い
る
山
田
梁
山
は

そ
の
後
継
者
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
石
井
と
兄
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、私
の
手
元
に
は
そ
れ
を
証
す
る
史
料
は
な
い
。

ま
た
、
三
村
玄
澄
に
つ
い
て
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
亡
く
な
っ
た
奥
医
師
に
同
名
の
人
物
が
お
り
、
玄
澄
の
兄
の
子
、
玄
春
が

三
村
家
を
嗣
い
だ
。
こ
の
玄
春
が
玄
澄
と
改
名
し
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る

）
10
（

。

【
史
料
5
】

究
（
マ
マ
）民

御
救
助
筋
に
付
、
貧
院
之
儀
ハ
御
施
行
相
成
候
得
共
、
未
施
薬
病
院
無
之
候
付
、
可
然
場
所
御
見
立
、
病
院
御
取
建
相
成
、

究
（
マ
マ
）民

之
諸
病
広
ク
被
為
救
、
且
医
学
書
生
之
者
も
右
病
院
江

罷
出
、
修
業
可
為
仕
儀
ニ

付
、
右
院
中
之
規
則
并
開
業
之
見
込
を

も
申
合
、
勘
弁
之
趣
申
達
候
様
御
談
之
趣
奉
得
其
意
候
、
右
者

東
京
并
大
坂
病
院
学
校
等
之
規
則
大
略
承
知
仕
候
趣
共
斟
酌
仕

申
合
候
処
、
東
京
之
儀
ハ
大
病
院
よ
り
施
薬
院
之
治
療
相
兼
候
様
子
ニ
御
座
候
、
今
般
御
取
建
之
儀
ハ
、
施
薬
病
院
お
い
て
医

学
書
生
修
業
を
も
為
仕
候
御
趣
意
ニ
御
座
候
付
、
右
東
西
病
院
之
規
則
に
難

倣
哉
ニ
奉
存
候
、
先
年
此
表
故
浅
井
董
太
郎
宅

お
ゐ
て
施
薬
治
療
被
命
候
節
、
最
初
取
立
候
規
則
不
弁
利
之
事
共
有
之
候
付
、
追
々
改
革
致
候
事
共
有
之
候
間
、
今
般
先
々
大

略
御
取
調
御
開
基
ニ
相
成
不
摸
通
之
儀
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
随
時
応
変
御
調
替
相
成
候
方
可
然
哉
ニ
奉
存
候
、
且
右
東
西
病
院
学

校
ニ
而
書
生
江

示
ニ
相
成
候
規
則
ハ
、
甚
厳
重
繁
密
之
趣
承
知
仕
候
得
共
、
約
ル
処
書
生
共
謹
恪
専
一
ニ
修
業
仕
候
為
、
教
誡

禁
修
等
を
設
候
儀
ニ
相
見
候
、
是
等
之
儀
ハ
何
れ
博
識
之
良
士
、
可
為
師
表
も
の
教
師
ニ
可
被
為
命
候
間
、
其
も
の
之
量

（
料
）

簡
も



86

有
之
儀
ニ
相
見
候
付
、
先
々
大
略
申
合
候
趣
別
紙
ニ
取
調
申
候
、
御
評
議
之
節
御
裁
酌
御
参
定
相
成
候
様
仕
度
儀
ニ
奉
存
候
、

依
之
規
則
書
付
壱
通
相
添
申
上
候

　
　
　
　
　
　

七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
業
吟
味
方
懸
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
隆
庵

（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
梁
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
村
玄
澄

　

石
井
ら
が
施
薬
病
院
の
規
則
を
起
草
す
る
と
き
に
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
東
京
と
大
坂
の
病
院
・
学
校
規
則
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
名
古
屋
の
場
合
に
は
、
施
薬
病
院
を
開
設
し
、
併
せ
て
そ
こ
で
「
医
学
書
生
修
業
」、
す
な
わ
ち
医
学
教
育
を
行
お
う
と
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
東
京
・
大
阪
の
規
則
を
模
倣
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
東
京
大
病
院
は
窮
民
救
済
を
目
的
と
し
て
い
た
の

で
は
な
く
、
本
格
的
な
医
学
機
関
と
し
て
の
発
展
を
模
索
す
る
組
織
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　

施
薬
病
院
の
規
則
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
先
例
は
、
浅
井
董
太
郎
（
紫
山
）
宅
に
開
設
さ
れ
た
施
薬
治
療
施
設
の
規
則
で

あ
っ
た
。
浅
井
は
十
九
世
紀
前
期
の
尾
張
藩
の
漢
方
医
学
界
の
指
導
者
で
あ
り
、
ま
た
博
物
学
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
浅
井
の

私
塾
で
あ
っ
た
静
観
堂
講
舎
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
六
月
に
医
学
館
と
な
り
、
十
四
年
に
は
「
命
を
承
け
て
施
薬
救
貧
病
の
事

を
統
轄
」

）
11
（

し
た
と
い
う
。
こ
の
医
学
館
に
お
け
る
施
薬
事
業
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
も
た
な
い
が
、
石
井
ら
は
施
薬
病
院
構
想
を
立
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て
る
と
き
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
石
井
ら
の
上
申
書
に
添
え
ら
れ
た
「
規
則
書
」
が
次
の
【
史
料
6
】
で
あ
る
。

【
史
料
6
】

　

一
　

教
師
　

壱
人

　
　
　
　

右
者

毎
日
午
前
院
中
江

出
勤
、
病
人
診
察
相
済
候
上
、
医
書
等
講
釈
仕
候
事

一
　

助
教
　

壱
人

　
　
　
　

右
教
師
差
支
候
節
、
診
察
講
釈
等
輪
番
相
勤
、
平
生
ハ
生
徒
江

教
授
取
締
方
等
相
勤
候
事

一
　

同
試
補
　

両
三
人

　
　
　
　

右
ハ
勤
向
助
教
同
様
之
事

但
、
右
ハ
諸
向
病
院
規
則
ニ
倣
ひ
相
試
候
処
、
全
体
良
士
た
り
と
も
毎
々
的
当
之
診
察
処
剤
ハ
難
保
儀
ニ
も
御
座
候

間
、
最
初
助
教
之
者
も
夫
々
病
人
診
察
仕
、
銘
々
見
込
之
病
理
処
剤
等
書
付
ニ
い
た
し
、
教
師
江

差
出
、
猶
又
教
師

診
察
之
上
裁
酌
治
療
相
成
候
ハ
ヽ
、
煩
劇
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、
治
療
筋
十
全
行
届
候
儀
ト
奉
存
候

　

一
　

薬
局
懸
り
　

五
六
人

右
者

医
生
修
業
之
者
共
、
右
局
ニ
而

傍
看
習
熟
可
為
致
候
方
宜
、
乍
去
調
薬
之
儀
ハ
余
り
多
人
数
ニ
而
ハ

、
都
而
精
密
ニ
難

行
届
候
付
、
懸
り
之
主
役
人
員
ハ
取
定
置
候
方
可
然
儀
ニ
奉
存
候

　

一
　

看
病
人
　

四
五
人
　

俗
役
軽
き
者

右
者

病
人
送
迎
養
生
方
等
一
切
世
話
い
た
し
候
事
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一
　

鑑
（
マ
マ
）察

　

両
人

　

一
　

会
計
　

両
人

　
　
　
　

右
ハ
薬
品
初
御
費
用
一
切
取
扱
候
事

　

一
　

賄
方
　

両
人

　
　
　
　

右
役
々
東
京
病
院
ニ
ハ
設
有
之
候
得
共
、
賄
方
ハ
当
分
会
計
方
よ
り
兼
勤
仕
候
而
も
可
然
哉
と
奉
存
候

　

一
　

右
教
師
初
御
登
用
相
成
候
者
共
、
官
医
は
し
め
在
町
医
師
之
内
、
御
管
下
他
国
共
遠
近
広
ク
御
人
撰
相
成
候
様
仕
度
儀
ニ

　
　
　
　

奉
存
候
、
仍
之
申
達
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月

　

施
薬
病
院
は
、
診
察
・
医
学
講
習
・
施
薬
・
看
護
に
当
た
る
「
教
師
」、「
助
教
」、「
助
教
試
補
」、「
薬
局
懸
り
」、「
看
病
人
」
と
、

事
務
方
職
員
と
し
て
「
鑑
（
監
）
察
」、「
会
計
」、「
賄
方
」
か
ら
な
る
組
織
だ
っ
た
。
診
察
・
医
学
講
習
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
東
京
・

大
阪
の
病
院
規
則
を
参
考
に
し
て
い
た
。
と
く
に
助
教
に
つ
い
て
は
、
診
察
・
病
気
診
断
・
薬
剤
処
方
に
お
い
て
教
師
を
補
佐
さ
せ
る

こ
と
で
、
治
療
の
万
全
を
期
そ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
も
教
師
の
任
用
に
際
し
て
は
、
官
医
・
在
野
医
師
に
か
ぎ
ら
ず
、
ま
た
全
国
か

ら
有
能
な
人
材
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
。【
史
料
5
】
に
は
、「
博
識
之
良
士
可
為
師
表
も
の
教
師
ニ
可
被
為
命
候
」
と
あ
る
。

　

そ
し
て
、
藩
庁
は
市
政
懸
り
と
医
業
吟
味
方
懸
り
に
対
し
て
、
具
体
的
な
教
師
以
下
の
人
選
に
着
手
す
る
よ
う
に
命
じ
た
（【
史
料

7
】【
史
料
8
】）。
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【
史
料
7
】

　

市
政
懸
り
江

病
院
御
取
建
ニ

付
、
凡
御
入
用
積
等
被
相
達
候
付
、
否
之
儀
ハ
不
日
可
申
談
候
、
就
夫
院
中
之
規
則
医
業
吟
味
方
懸
り
見
込

を
茂
相
尋
候
処
、
別
紙
之
通
申
達
、
人
員
備
方
等
ハ
前
以
難
取
究
儀
ニ
付
、
随
時
変
換
之
積
、
先
々
達
之
通
ニ
而

異
存
無
之

候
ハ
ヽ
、
教
師
初
人
撰
方
吟
味
之
儀
、
官
医
共
江

可
相
尋
ニ

付
、
猶
更
町
医
可
然
も
の
江

博
ク
人
撰
申
談
、
当
人
々
々
見
込
之

趣
取
束
、
猶
勘
弁
之
次
第
も
候
ハ
ヽ
、
可
被
申
達
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月

【
史
料
8
】

　

医
業
吟
味
方
懸
り
江

病
院
之
規
則
等
被
相
達
候
趣
未
発
之
儀
ニ
而

、
前
以
難
取
極
候
付
、
差
支
候
条
々
ハ
臨
時
変
換
之
積
を
以
、
先
々
調
之
人
員

可
被
備
候
、
就
夫
教
師
以
下
診
察
ニ
関
り
候
者
ハ
、
不
容
易
職
務
に
付
、
博
人
撰
之
上
な
ら
て
ハ
難
被
備
候
間
、
医
名
可
然

見
込
之
人
物
取
調
各
江

可
被
差
出
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月

　

市
政
懸
り
へ
は
【
史
料
6
】
の
「
規
則
書
」
を
添
え
て
、
教
師
の
人
選
に
つ
い
て
官
医
へ
命
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
然
る
べ
き
町

医
に
も
相
談
し
て
、
教
師
候
補
者
の
意
向
を
調
べ
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
そ
し
て
、
医
業
吟
味
懸
り
に
対
し
て
は
、
教
師
以
下
診
察
を

担
当
す
る
医
師
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
三
年
七
月
の
段
階
で
、
名
古
屋
藩
は
民
政
方
を
中
心
に
、
施
薬
病
院
規
則
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
教
師
の
人
選
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の
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
月
に
な
っ
て
、
施
薬
病
院
開
設
へ
向
け
た
新
た
な
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
。

四
　

施
薬
病
院
構
想
と
種
痘
所

　

『
民
政
御
用
留
』
第
二
冊
に
は
、
種
痘
所
と
関
連
す
る
病
院
設
立
に
つ
い
て
の
史
料
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
【
史
料
9
】
は
一

等
医
の
石
井
隆

と
伊
藤
圭
介
が
連
名
で
提
出
し
た
上
申
書
で
あ
る
。

　

明
治
二
年
の
「
職
制
」
に
よ
れ
ば
、
大
参
事
以
下
の
藩
政
組
織
の
職
は
、
一
等
官
か
ら
九
等
官
ま
で
の
官
等
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

石
井
と
伊
藤
は
五
等
官
で
、
こ
の
官
等
相
当
に
は
監
察
方
の
監
察
、
兵
隊
方
の
二
等
聯
隊
長
、
学
校
の
監
、
医
学
方
の
教
授
と
い
っ
た

職
が
あ
っ
た
。
二
人
は
医
学
方
の
一
等
医
で
あ
り
、
石
井
は
同
時
に
徳
川
家
の
私
的
な
侍
医
を
務
め
て
い
た
。

　

石
井
と
伊
藤
は
こ
の
上
申
書
で
、
こ
れ
ま
で
有
志
の
医
師
が
維
持
し
て
き
た
種
痘
所
が
狭
い
の
で
、
杉
之
町
の
元
馳
走
所
を
拝
借
し
、

藩
命
で
種
痘
を
広
く
施
す
政
策
を
取
る
よ
う
に
求
め
た
。

【
史
料
9
】

種
痘
術
之
儀
、
先
年
已
来
致
主
張
候
処
、
先
般
朝
廷
よ
り
御
布
告
之
儀
も
有
之
候
付
、
弥
尽
力
致
世
話
候
様
御
談
之
趣
有
之
、

猶
更
申
合
致
斡
旋
候
処
、
愚
昧
之
者
と
も
今
以
難
信
相
半
ニ
而

、
一
様
ニ
難
行
届
、
且
又
種
痘
所
之
儀
ハ
、
是
迄
有
志
之
者
共
申
合
、

醵
金
賃
廡
修
理
等
も
い
た
し
候
得
と
も
、
元
来
狭
隘
ニ
而

不
摸
通
ニ
御
座
候
付
、
致
移
転
度
存
候
処
、
差
当
り
相
応
之
居
宅
も

無
御
座
、
何
分
自
力
ニ
而
ハ

何
事
も
難
行
届
候
付
而
ハ

、
杉
之
町
御
馳
走
所
之
儀
ハ
、
場
所
柄
も
宜
御
座
候
間
、
若
此
節
御
入
用
ニ

も
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
拝
借
引
移
、
右
術
執
行
ひ
申
度
、
且
官
命
を
以
引
移
候
趣
、
并
諸
人
右
術
乞
来
可
申
旨
、
市
在
江

御
布
令



91

被
成
候
様
仕
度
、
左
候
ハ
ヽ
一
般
信
用
も
厚
相
成
可
申
義
ニ
奉
存
候
、
且
又
東
京
病
院
之
儀
も
開
基
ハ
種
痘
所
ニ
御
座
候
間
、

此
後
病
院
御
取
建
相
成
候
節
、
先
々
合
局
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
諸
事
都
合
宜
相
運
ひ
可
申
儀
ニ
奉
存
候
、
仍
之
申
達
候

　
　
　
　

十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
等
官
一
等
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
家
御
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
等
官
一
等
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
圭
介

　

こ
の
上
申
書
に
は
、
種
痘
治
療
の
普
及
が
名
古
屋
藩
の
信
用
に
関
わ
る
と
い
う
熱
意
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
朝
廷
か
ら
の
布
告
と
は
、

明
治
三
年
四
月
二
十
四
日
に
出
さ
れ
た
種
痘
奨
励
の
布
告
で
あ
る
。
種
痘
は
「
済
世
之
良
法
」
で
あ
っ
て
、
全
国
隅
々
ま
で
行
き
渡
る

よ
う
に
府
藩
県
へ
命
じ
た
も
の
で
あ
る

）
12
（

。

　

尾
張
藩
の
種
痘
の
先
覚
者
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
蘭
方
医
伊
藤
圭
介
で
あ
る

）
13
（

。
長
崎
留
学
後
、
天
保
十
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
牛

痘
法
の
解
説
書
を
刊
行
し
、
ま
た
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師
・
モ
ー
ニ
ケ
か
ら
牛
痘
法
を
学
ん
だ
水
戸
藩
の
柴
田
方
庵
か
ら
伊

藤
の
子
供
が
種
痘
を
受
け
た
の
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
一
月
二
十
二
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
名
古
屋
で
も
種
痘
は
し
だ
い
に
普

及
す
る
よ
う
に
な
り
、
尾
張
藩
で
は
取
締
に
乗
り
だ
し
、
嘉
永
五
年
八
月
に
は
藩
営
の
種
痘
所
を
広
小
路
に
開
設
す
る
に
至
っ
た
（
東

種
痘
所
）。
伊
藤
の
ほ
か
、
石
井
隆

と
大
河
内
存
真
（
伊
藤
の
兄
）
に
主
任
を
命
じ
た
。
さ
ら
に
翌
六
年
二
月
に
は
、
広
小
路
の
種

痘
所
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
下
御
園
町
に
新
た
な
種
痘
所
を
開
設
し
た
（
西
種
痘
所
）。

　

石
井
・
伊
藤
は
「
東
京
病
院
」
の
起
源
は
種
痘
所
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
東
京
の
大
病
院
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
が
、
こ
の
組
織
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を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
蘭
方
医
の
大
槻
俊
斎
・
伊
東
玄
朴
・
戸
塚
静
海
・
箕
作
阮
甫
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五

月
七
日
、
神
田
お
玉
が
池
に
開
設
さ
れ
た
種
痘
所
が
そ
の
出
発
点
に
あ
る
。
こ
の
種
痘
所
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
月
十
四
日

に
幕
府
の
直
轄
施
設
と
な
り
、
翌
文
久
元
年
十
月
二
十
五
日
に
は
「
西
洋
医
学
所
」
と
改
称
さ
れ
、
西
洋
医
学
の
教
育
機
関
と
し
て
の

機
能
を
併
せ
も
つ
こ
と
に
な
っ
た

）
14
（

。
さ
ら
に
文
久
三
年
二
月
二
十
五
日
に
は
、
西
洋
医
学
所
頭
取
緒
方
洪
庵
・
同
頭
取
助
松
本
良
順
が

蘭
学
の
枠
を
越
え
た
医
学
の
専
門
教
育
機
関
を
め
ざ
し
、「
医
学
所
」
と
改
称
さ
れ
た

）
15
（

。
こ
れ
が
維
新
政
府
に
接
収
さ
れ
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
六
月
二
十
六
日
、
医
学
所
が
開
設
さ
れ
た

）
16
（

。『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
、
こ
の
維
新
政
府
の
医
学
所
と
閏
四
月
に
横
浜
に

設
け
ら
れ
た
病
院
を
東
京
大
学
医
学
部
・
同
附
属
病
院
の
起
源
と
し
て
い
る

）
17
（

。

　

横
浜
の
病
院
は
戊
辰
戦
争
に
よ
る
傷
病
兵
を
治
療
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
。
維
新
政
府
は
七
月
二
十
日
に
旧
津
藩
上
屋
敷
に
医
学

所
附
属
の
仮
病
院
を
置
き
、
こ
こ
に
横
浜
の
病
院
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場
所
に
は
「
東
京
府
大
病
院
」
と
い
う
榜
示
札
が
建

て
ら
れ
、
仮
病
院
の
治
療
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
施
設
の
改
修
が
行
わ
れ
て
、
十
月
に
入
っ
て
大
病
院
と
し
て
の
業
務
を
始
め
た
。

こ
う
し
て
し
だ
い
に
医
療
・
医
学
機
関
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
し
て
翌
二
年
二
月
に
は
、
医
学
所
は
旧
津
藩
上
屋
敷
に
移

転
し
、
大
病
院
と
合
併
し
て
「
医
学
校
兼
病
院
」
と
称
す
る
に
至
っ
た
。
な
お
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
、
明
治
元
年
六
月
の
医
学

所
の
開
設
に
つ
い
て
、「
医
学
所
は
初
め
て
病
院
を
付
設
す
る
近
代
的
な
医
学
校
の
体
裁
と
な
っ
た
」
と
位
置
づ
け
て
い
る

）
18
（

。

　

石
井
・
伊
藤
は
東
京
大
病
院
に
な
ら
っ
て
、
名
古
屋
藩
の
病
院
設
立
に
あ
た
っ
て
も
種
痘
所
と
の
統
一
策
を
取
る
べ
き
だ
と
主
張
し

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
窮
民
救
済
の
た
め
に
施
薬
病
院
を
開
設
す
る
と
い
う
慈
恵
政
策
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
石
井
・
伊
藤
の
意

見
書
に
よ
っ
て
名
古
屋
藩
は
病
院
設
立
政
策
を
転
換
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
意
見
書
を
受
け
て
、
明
治
三
年
閏
十
月
名
古
屋
藩
民
政
方
は
種
痘
所
を
杉
之
町
旧
馳
走
所
に
移
転
し
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
病

院
の
開
設
準
備
を
行
う
方
針
を
取
る
よ
う
に
藩
庁
に
上
申
し
た
。
次
の
【
史
料
10
】
が
そ
れ
を
あ
た
る
。
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【
史
料
10
】

病
院
取
建
方
御
談
ニ

付
、
先
々
石
井
隆
庵

（
マ
マ
）

江

勘
弁
相
尋
候
処
、
別
紙
之
通
伊
藤
圭
介
申
合
候
旨
ニ
而

書
付
差
出
候
、
右
者

現
在

被
行
居
候
種
痘
法
を
基
礎
と
仕
、
杉
之
町
御
馳
走
所
江

移
転
、
漸
を
以
病
院
江

推
及
候
勘
弁
ニ
而

、
至
極
十
全
之
儀
と
奉
存
候
、

就
而
ハ

先
々
隆

調
之
通
可
相
成
と
、
略
左
之
通
取
調
試
候

一
　

石
井
隆

・
伊
藤
圭
介
両
人
、
種
痘
所
頭
取
被
命
、
病
院
開
業
懸
可
相
勤
旨
、
右
ニ

付
為
御
手
当
現
米
拾
石
充
可
被
下
置

候
事

　
　
　

附
、
右
院
江

届
候
医
師
員
数
も
、
出
来
不
仕
し
て
ハ
難
成
儀
と
奉
存
候
へ
と
も
、
頭
取
両
人
江

御
委
任
為
取
調
候
積
候
事

一
　

病
院
開
業
に
付
而
ハ

、
貧
民
施
薬
等
を
初
御
入
費
も
可
有
之
と
奉
存
候
へ
と
も
、
此
儀
ハ
追
々
取
調
可
申
上
候
間
、
兼
而

御

聞
置
可
被
成
下
候
事

一
　

杉
之
町
御
馳
走
所
之
儀
、
両
度
之
暴
風
ニ
而

屋
根
板
大
破
お
よ
ひ
、
雨
漏
数
ヶ
所
有
之
并
畳
之
儀
も
多
分
破
損
ニ

付
、
今
般

種
痘
所
取
開
ニ

付
而
ハ

、
夫
々
損
所
修
復
之
儀
、
其
筋
江

至
急
御
談
御
座
候
様
仕
度
候
事

一
　

右
場
所
取
開
方
に
付
、
四
民
并
医
師
江

別
紙
之
通
布
告
取
計
候
積
、
日
並
等
之
儀
ハ
石
井
隆

・
伊
藤
圭
介
江

相
尋
、
取

極
可
申
上
と
奉
存
候
事

　
　
　

右
之
通
、
大
略
尚
更
御
勘
弁
否
御
申
開
御
座
候
様
仕
度
、
別
紙
三
通
差
出
申
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
閏
十
月
　
　
　
　
　
　

民
政
権
判
事

　

民
政
方
は
石
井
・
伊
藤
ら
が
維
持
し
て
き
た
種
痘
所
を
杉
之
町
元
馳
走
所
に
移
転
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
病
院
開
設
を
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
し
、
四
項
目
の
提
案
を
行
っ
た
。
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（
1
）
石
井
と
伊
藤
に
種
痘
所
頭
取
を
命
じ
、
病
院
開
業
懸
り
と
し
て
手
当
現
米
一
〇
石
を
与
え
る
こ
と
。
ま
た
病
院
医
師
の
人
選

を
彼
ら
に
委
任
す
る
こ
と
。

（
2
）
貧
民
施
薬
の
費
用
な
ど
病
院
開
業
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
調
査
し
て
上
申
す
る
こ
と
。

（
3
）
移
転
予
定
先
の
杉
之
町
元
馳
走
所
は
修
復
が
必
要
な
の
で
、
そ
の
た
め
の
措
置
を
取
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。

（
4
）
病
院
開
業
に
つ
い
て
は
藩
内
に
布
告
す
る
こ
と
。
ま
た
、
開
業
日
な
ど
は
石
井
・
伊
藤
と
相
談
し
て
決
定
し
た
上
で
上
申
す

る
こ
と
。

　

こ
の
民
政
方
上
申
書
は
「
別
紙
三
通
」
を
添
付
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
通
は
【
史
料
9
】
の
上
申
書
だ
が
、
他
の
二
通
の
内
容
は
わ

か
ら
な
い
。

　

こ
の
民
政
方
の
上
申
を
受
け
て
、
藩
庁
は
同
じ
閏
十
月
、
石
井
と
伊
藤
に
種
痘
所
頭
取
を
命
じ
、
病
院
開
業
懸
り
と
し
て
開
設
を
担

当
さ
せ
る
布
達
を
出
し
た
。
し
か
し
、
準
備
を
始
め
た
矢
先
、
伊
藤
は
東
京
の
大
学
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
政
官
は
明
治
三

年
閏
十
月
二
十
四
日
、
名
古
屋
藩
に
対
し
て
伊
藤
を
政
府
に
出
仕
さ
せ
る
の
で
、
至
急
に
上
京
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る

）
19
（

。

五
　

名
古
屋
県
仮
病
院
の
開
設

　

名
古
屋
県
は
明
治
四
年
七
月
、
張
三
石
を
招
聘
し
て
病
院
を
開
設
す
る
こ
と
を
布
達
し
、
世
襲
医
師
や
在
野
医
師
等
す
べ
て
が
「
洋

医
ノ
医
療
」
を
学
ぶ
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
、
八
月
八
日
の
布
達
で
、
翌
九
日
に
仮
病
院
を
開
業
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
名

古
屋
県
が
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県
の
詔
書
を
管
下
に
布
達
し
た
の
は
、
七
月
十
八
日
の
こ
と
だ
っ
た

）
20
（

。
名
古
屋
藩
が
明
治
三
年
閏
十

月
に
本
格
的
な
準
備
を
始
め
た
種
痘
所
を
基
盤
と
し
た
病
院
構
想
は
、
よ
う
や
く
廃
藩
置
県
と
い
う
大
改
革
の
渦
中
で
出
発
す
る
こ
と
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に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
〝
仮
〟
病
院
と
し
て
出
発
し
た
の
か
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
東
京
大
病
院
は
明
治
元
年
七
月
に
仮
病
院
と
し
て
出
発
し
た
。
ま
た
、
大
阪
で
も
明
治
初
年
「
仮
病
院
」
が
開

設
さ
れ
て
い
る
。
鳥
羽
伏
見
戦
争
の
直
後
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
閏
四
月
六
日
明
治
天
皇
は
大
阪
に
行
幸
し
、
独
り
身
の
者
・
貧

窮
者
の
救
済
を
命
じ
る
沙
汰
書
を
出
し
た
。
こ
の
な
か
に
「
今
度
於
浪
華
病
院
御
取
建
ニ
相
成
、
窮
民
ニ
シ
テ
疾
病
療
養
不
行
届
之
者

共
、
御
救
助
可
被
為
在
」
と
、
窮
民
を
治
療
す
る
た
め
の
病
院
設
立
を
命
じ
て
い
た
。
そ
し
て
病
院
設
置
の
場
所
、
担
当
医
師
、
規
則

な
ど
を
早
急
に
調
査
す
る
よ
う
に
指
示
し
た

）
21
（

。名
古
屋
と
同
様
に
窮
民
救
済
、す
な
わ
ち
慈
恵
政
策
と
し
て
病
院
の
設
立
が
目
的
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

翌
明
治
二
年
二
月
、
仮
病
院
が
大
阪
市
内
の
大
福
寺
に
開
設
さ
れ
た
。
適
塾
の
緒
方
洪
庵
の
縁
戚
の
緒
方
郁
蔵
、
オ
ラ
ン
ダ
医
師

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
こ
の
仮
病
院
の
中
心
と
な
っ
た
。大
阪
府
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
対
し
て
、「
当
分
仮
病
院
在
勤
治
療
伝
習
等
被
仰
付
候
」

と
い
う
辞
令
書
を
与
え
た
。
ま
た
、
緒
方
に
対
し
て
も
政
府
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
協
議
し
て
、「
仮
病
院
并
伝
習
等
之
御
用
向
」
に
早

急
に
着
手
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
七
月
十
九
日
、
仮
病
院
は
修
築
さ
れ
た
鈴
木
町
代
官
屋
敷
跡
に
移
り
、
大
阪
府
病
院
と
し
て
開
院
し

た
。
こ
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、「
仮
病
院
」
は
ス
タ
ッ
フ
、
病
院
規
則
、
施
設
が
整
わ
な
い
状
況
の
な
か
で
、
当
面
の
緊
急
な
患
者
治

療
を
行
い
な
が
ら
、
他
方
で
病
院
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
の
暫
定
的
な
組
織
で
あ
っ
た
。

　

名
古
屋
県
の
仮
病
院
も
、
病
院
の
組
織
と
施
設
が
本
来
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
、
暫
定
的
に
開
業
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
〝
仮
〟
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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六
　

残
さ
れ
た
課
題

　

最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
い
く
つ
か
提
示
し
て
、
本
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。

　

明
治
三
年
閏
十
月
の
民
政
方
上
申
書
の
提
出
か
ら
四
年
八
月
の
仮
病
院
開
設
ま
で
の
約
九
か
月
間
の
動
き
は
、
史
料
不
足
も
あ
っ
て

は
っ
き
り
し
な
い
。
伊
藤
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
準
備
作
業
を
遅
ら
せ
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
医
師
の
人
選
、
開
業
経
費
の

算
出
、
元
馳
走
所
の
修
築
な
ど
に
時
間
を
要
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
開
業
場
所
は
元
馳
走
所
で
は
な
く
、
元
評
定
所
に
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
な
ぜ
か

）
22
（

。
こ
う
し
た
疑
問
を
今
後
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
空
白
の
期
間
を
埋
め
て
い
く
検
証
作
業
を
行
う
際
、
か
な
ら
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
史
料
と
し
て
、『
種
痘
所
御
用
留
』

所
載
の
諸
史
料
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、
明
治
初
期
の
名
古
屋
藩
の
医
療
行
政
を
論
ず
る
と
き
、
か
な
ら
ず
言
及
さ
れ
る
「
洋
学
医
庠
」

の
設
立
を
求
め
た
建
議
書
案
が
あ
る

）
23
（

。
こ
れ
は
明
治
三
年
八
月
に
石
井
隆

・
中
島
三
伯
・
伊
藤
圭
介
が
連
名
で
藩
庁
に
提
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
八
月
の
建
議
書
と
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
施
薬
病
院
設
立
に
関
す
る
動
向
と
の
関
係
を
詰
め
て
考
え
る
こ
と
が
第

二
の
課
題
で
あ
る
。

　

八
月
の
建
議
書
案
は
洋
学
を
修
業
す
る
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
修
行
機
関
が
な
い
た
め
、
他
所
へ
経
費
を
か
け
て
留
学
す
る
ほ

か
な
い
の
で
、
名
古
屋
に
藩
立
の
「
洋
学
医
庠
」
を
設
立
し
て
、
原
書
・
翻
訳
書
の
講
習
、
舎
密
（
化
学
）・
本
草
・
製
薬
・
解
剖
の

諸
学
の
修
学
、
病
人
の
診
察
を
行
う
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
史
料
は
続
く
。

先
年
以
来
同
志
之
者
相
謀
り
、
広
小
路
之
内
ニ
而
拠
金
賃
廡
、
種
痘
術
取
行
ひ
申
候
間
、
一
時
仮
ニ
右
借
宅
ニ
テ
医
学
所
相
兼
講
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習
仕
度
奉
存
候
処
、
甚
狭
隘
ニ
而
、
春
秋
ハ
男
女
数
百
人
相
集
り
、
大
ニ
混
雑
不
都
合
ニ
相
成
、
且
二
十
年
来
右
修
理
雑
用
等
も

拠
金
相
支
候
処
、
物
価
高
騰
難
渋
仕
候
間
、
何
卒
此
節
市
中
ニ
於
テ
為
医
学
所
相
応
之
居
宅
壱
軒
御
渡
被
成
下
候
様
仕
度
、
左
候

ハ
ヾ
右
種
痘
所
も
引
移
、
病
院
同
様
医
学
講
習
之
余
病
人
も
診
察
治
療
も
仕
候
ハ
ヾ
、
至
極
模
通
宜
し
き
儀
ニ
奉
存
候

　

こ
の
建
議
書
案
の
文
章
は
、
明
治
三
年
十
月
の
石
井
・
伊
藤
の
上
申
書
（【
史
料
9
】）
と
よ
く
似
て
い
る
。
上
申
書
に
は
、「
種
痘

所
之
儀
ハ
、
是
迄
有
志
之
者
共
申
合
、
醵
金
賃
廡
修
理
等
も
い
た
し
候
得
と
も
、
元
来
狭
隘
ニ
而
不
摸
通
ニ
御
座
候
付
、
致
移
転
度
存

候
処
、
差
当
り
相
応
之
居
宅
も
無
御
座
、
何
分
自
力
ニ
而
ハ
何
事
も
難
行
届
候
」
と
あ
り
、
元
馳
走
所
へ
の
移
転
を
求
め
、
そ
こ
を
拠

点
と
し
た
病
院
の
開
設
を
計
画
し
て
い
た
。
ま
さ
に
二
つ
の
文
書
は
同
一
の
病
院
構
想
を
示
し
て
お
り
、
七
月
の
建
議
書
案
の
内
容
が

十
月
の
上
申
書
と
し
て
正
式
に
藩
庁
に
提
案
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
建
議
書
に
は
「
教
授
修
業
之
規
矩
」、

教
員
人
事
に
関
す
る
別
紙
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
有
志
の
種
痘
所
で
は
な
く
、「
官
命
」
で
の
病
院
・
医
学
講
習
所
の
設
立
を
求
め
る

な
ど
、
病
院
構
想
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
課
題
は
、
中
島
三
伯
の
医
学
館
構
想
と
施
薬
病
院
構
想
、
医
学
所
設
立
構
想
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
名
古

屋
大
学
五
十
年
史
』
は
、
中
島
三
伯
が
立
案
し
た
「
医
学
之
制
度
」
と
い
う
史
料
に
言
及
し
て
い
る

）
24
（

。
五
十
年
史
の
編
纂
過
程
で
、
中

島
の
子
孫
か
ら
関
係
史
料
が
提
供
さ
れ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

田
中
英
夫
に
よ
れ
ば
、
中
島
は
津
島
の
村
医
伊
藤
家
に
生
ま
れ
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
藩
医
中
島
家
を
継
い
だ
。
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）に
は
奥
医
師
と
な
り
、
明
治
元
年
二
月
に
徳
川
慶
勝
の
侍
医
と
な
っ
た
。
中
島
は
石
井
や
伊
藤
の
よ
う
に
、名
古
屋
藩「
職

制
」
の
一
等
医
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
年
五
月
十
一
日
改
正
の
『
位
階
相
当
職
員
録
』
に
よ
れ
ば
、
石
井
・
山
田
梁
山
・
三
村
玄

澄
と
並
ん
で
、「
侍
医
」
の
職
に
あ
っ
た

）
25
（

。
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こ
の
「
医
学
之
制
度
」
が
作
成
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。
中
島
は
「
医
学
館
」
を
藩
校
明
倫
堂
に
設
立
す
る
こ
と
を
考
え
、

そ
こ
に
「
総
裁
」・「
監
吏
」・「
検
事
」
と
い
う
役
人
と
、
講
師
・
助
教
・
訓
導
を
配
置
し
て
、「
漢
蘭
二
流
之
差
別
」
が
な
く
、
町
医

に
も
講
習
が
開
放
し
た
医
学
教
育
を
計
画
し
て
い
た
。
明
治
三
年
八
月
の
「
洋
学
医
庠
」
案
よ
り
前
の
構
想
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

中
島
が
医
業
吟
味
方
に
任
命
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
明
治
三
年
十
月
の
構
想
に
も
名
を
連
ね
て
い
な
い
理
由
を
含
め
て
、
今
後
こ
の
構

想
案
の
意
義
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
も
う
一
点
、
仮
病
院
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
仮
病
院
の
規
則
で
あ
る
『
名
古
屋
県
病
院
規
則
』
は
八
月
（
日

不
明
）
に
制
定
さ
れ
、
そ
れ
は
活
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

）
26
（

。
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
『
名
古
屋
県
病
院
規
則
』
に
は
、
一
通
の
文

書
が
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。

別
紙
病
院
御
規
則
書
壱
通
相
廻
し
候
条
、
村
々
お
ゐ
て
書
取
、
末
々
迄
不
洩
様
通
達
お
よ
ひ
承
知
可
申
上
、
村
役
人
印
形
せ
し
め
、

急
々
順
達
納
村
よ
り
序
を
以
可
返
者
也

　
　
　
　
　
　

十
月
十
四
日
　
　
　

知
多
郡
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

知
多
郡
出
張
所
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

急
々
　
　

十
月
十
四
日
　
　
　

木
田
村
庄
屋

　

こ
れ
は
名
古
屋
県
の
知
多
出
張
所
が
管
轄
内
に
規
則
書
を
廻
達
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
木
田
村
庄
屋
か
ら
村
々
に
順
達
さ

れ
、
各
村
で
は
規
則
書
を
写
し
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
名
古
屋
県
仮
病
院
は
東
京
大
病
院
を
モ
デ
ル
に
開
設
さ
れ
、「
天
下
ノ
万

民
無
病
壮
健
ニ
シ
テ
、
人
々
其
産
業
ヲ
勉
励
」
さ
せ
る
た
め
の
施
設
だ
と
し
た
上
で
、
管
内
の
「
病
者
貴
賤
ト
無
ク
遠
近
ト
無
ク
其
治
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ヲ
受
ヘ
キ
」
こ
と
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
仮
病
院
の
開
設
以
後
の
名
古
屋
県
（
愛
知
県
）
の
医
療
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
管
内
の
町

村
へ
ど
の
よ
う
な
形
で
浸
透
し
て
い
っ
た
の
か
も
、
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

仮
病
院
が
開
設
さ
れ
た
前
後
の
時
代
、
名
古
屋
藩
・
名
古
屋
県
の
教
育
政
策
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
洋
学
校
の
設
立
（
明

治
三
年
六
月
）、
イ
ギ
リ
ス
人
・
フ
ラ
ン
ス
人
の
教
師
の
洋
学
校
へ
の
招
聘
（
明
治
四
年
七
月
）、
市
内
へ
の
小
学
校
の
開
設
（
同
年
七

月
）、
女
子
教
育
の
奨
励
（
同
年
九
月
）、
中
学
校
の
設
立
（
同
年
十
月
）
な
ど
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
時
代
に
向
け
た
政
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
っ
た
。
病
院
・
医
学
校
の
設
立
問
題
も
こ
う
し
た
一
連
の
教
育
政
策
と
の
関
連
で
、い
っ
そ
う
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
論
で
も
少
し
触
れ
た
の
だ
が
、
名
古
屋
に
お
け
る
病
院
・
医
学
校
の
計
画
・
開
設
は
東
京
・
大
阪
の
医
療
政
策
と
密
接
に
関

連
し
て
お
り
、
相
互
の
影
響
を
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注

（
1
）
　

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
通
史
一
、
名
古
屋
大
学
、
一
九
九
五
年
、
四
八
頁
。

（
2
）
　

『
名
古
屋
大
学
史
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
九
二
年
、
一
五
七―

一
七
三
頁
。

（
3
）
　

山
田
英
雄
・
島
岡
真
「
名
古
屋
医
学
の
源
流
を
訪
ね
て
⑦
仮
病
院
（
仮
医
学
校
）
設
立
前
後
」『
名
古
屋
医
学
会
ニ
ュ
ー
ス
』
第
七
号
、一
九
八
九
年
。

八
月
説
を
採
用
し
た
の
は
『
名
古
屋
市
史
　

学
芸
編
』（
一
九
一
五
年
刊
）
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
医
学
講
習
場
で
学
ん
だ
医
学
者
の
伝
記
、『
三

輪
徳
寛
』（
一
九
三
八
年
刊
）
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
い
る
。

（
4
）
　

『
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友
会
史
』
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友
会
、
二
〇
〇
九
年
、
七―

五
〇
頁
。

（
5
）
　

「
病
院
沿
革
略
誌
」『
愛
知
県
公
立
病
院
及
医
学
校
第
一
報
告
』
一
頁
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
所
蔵
。

（
6
）
　

五
月
説
は
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
』（
青
井
東
平
編
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友
会
、
一
九
六
一
年
）
で
も
踏
襲
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
太

田
益
三
『
幕
末
維
新
尾
張
藩
医
史
』（
名
古
屋
市
医
師
会
、
一
九
四
一
年
）
も
五
月
に
開
設
さ
れ
た
と
書
き
、
こ
れ
を
名
古
屋
帝
国
大
学
の
「
源
泉
」
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と
位
置
づ
け
た
（
五
四
頁
）。

（
7
）
　

『
尾
藩
世
紀
』
上
、
名
古
屋
叢
書
三
編
第
二
巻
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
、
四
七
二―

四
七
六
頁
。

（
8
）
　

天
野
忠
順
『
公
事
志
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。

（
9
）
　

『
名
古
屋
市
史
』
人
物
編
第
二
、
川
瀬
書
店
、
一
九
三
四
年
、
五
二
二―

五
二
三
頁
。

（
10
）
　

同
右
書
、
五
〇
七―

五
〇
八
頁
。

（
11
）
　

同
右
書
、
四
六
四―

四
六
五
頁
。

（
12
）
　

「
太
政
官
日
誌
」
明
治
庚
午
第
廿
号
（『
太
政
官
日
誌
』
第
四
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
一
一
一
頁
）。

（
13
）
　

伊
藤
圭
介
に
つ
い
て
は
、
杉
本
勲
『
伊
藤
圭
介
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）、
前
掲
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
』
六―

一
四
頁
、
前
掲

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
通
史
一
、
三
六―

四
〇
頁
、
土
井
康
広
『
日
本
初
の
理
学
博
士
　

伊
藤
圭
介
の
研
究
』（
皓
星
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
考

に
し
た
。
土
井
の
伊
藤
研
究
は
『
伊
藤
圭
介
文
書
』
な
ど
の
基
本
史
料
を
十
分
に
使
い
な
が
ら
伊
藤
の
学
問
的
軌
跡
を
追
及
し
た
労
作
で
あ
る
。
ま
た
、

土
井
は
関
連
史
料
を
翻
刻
し
て
広
く
紹
介
し
て
お
り
、
史
料
集
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

（
14
）
　

『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
編
一
、
東
京
大
学
、
一
九
八
四
年
、
五
二―

五
八
頁
。

（
15
）
　

同
右
書
、
七
三―

七
四
頁
。

（
16
）
　

 

以
下
、
医
学
所
に
つ
い
て
は
、
同
右
書
、
一
九
七―
二
〇
六
頁
に
よ
る
。

（
17
）
　

同
右
書
、
一
九
八
頁
。

（
18
）
　

同
右
書
、
二
〇
二―

二
〇
九
頁
。

（
19
）
　

『
名
古
屋
藩
庁
日
誌
抄
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。

（
20
）
　

愛
知
県
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
愛
知
県
教
育
史
』
第
三
巻
、
一
九
七
三
年
、
六
八
頁
。

（
21
）
　

以
下
、
大
阪
の
仮
病
院
開
設
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
大
学
五
十
年
史
』
大
阪
大
学
、
一
九
八
五
年
、
六―

一
一
頁
、
に
よ
る
。

（
22
）
　

名
古
屋
藩
は
明
治
四
年
七
月
十
七
日
、
市
内
七
か
所
に
小
学
校
を
設
置
す
る
布
達
を
出
し
た
。
そ
の
七
か
所
の
な
か
に
元
馳
走
所
が
含
ま
れ
て
い
る

（
前
掲
『
愛
知
県
教
育
史
』
六
八―

六
九
頁
）。
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（
23
）
　

前
掲
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
通
史
一
、四
五―

四
六
頁
。

（
24
）
　

同
右
書
、
四
一―

四
三
頁
。

（
25
）
　

田
中
英
夫
「
あ
る
藩
医
の
明
治
維
新―

中
島
三
伯
試
論―

」『
東
海
地
区
大
学
図
書
館
協
議
会
誌
』
第
二
十
一
号
、
一
九
七
六
年
。

（
26
）
　

『
明
治
四
年
刊
名
古
屋
病
院
規
則
』
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
。

（
は
が
・
し
ょ
う
じ
　

大
学
文
書
資
料
室
）




